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①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・相似な図形の性質や，三角形の相似条件を理解している。


○既習とつなぐ見方・考え方


・対頂角などの基本的な図形の性質や仮定から，比の等しい辺や等しい角を見つけ，三角形の相似を証明している。


○共同追究でのゆさぶり


・相似な図形の性質を，別の相似の証明に使うことは初めて。


○ゆさぶりに対応する経験


・中2のときに，図形の合同の性質を，別の合同の証明に使うことを経験している。





≪学習問題≫


∠Ａ＝90°である直角三角形ＡＢＣで，


点Ａから辺ＢＣに垂線ＡＤをひくとき，


相似な三角形の組を見つけよう。





≪定着・活用問題≫
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≪学習問題≫








②見通し:相似な三角形が3組ありそうだ(全体で確かめる)。


どうやったら相似になることを証明できるだろうか。


→等しいことがわかっている角や共通の角が使えそうだ。


　　











１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





②学習課題:等しいことがわかっている角や共通な角を明らかにしながら，予想した三角形の相似を証明しよう。





③個人追究:等しい角を探して，三角形の相似を証明する。





④共同追究前半（解法の検討）


「90°の角と共通の角で△ＡＢＣ∽△ＤＢＡと△ＡＢＣ∽△ＤＡＣはいえたが，△ＤＢＡ∽△ＤＡＣの証明に共通の角が使えない。」


→「∠ＢＡＤも∠ＡＣＤも，90°－∠ＣＡＤとみることができるから，等しい角を2組探すことができる。」


「直角三角形の合同でも使った考え方だ。」





④共同追究後半（思考を深める）


「先に証明した△ＡＢＣ∽△ＤＢＡと△ＡＢＣ∽△ＤＡＣを，△ＤＢＡ∽△ＤＡＣの証明に使えないかな？」


→「△ＡＢＣ∽△ＤＢＡがいえているので，対応する角が等しいことから，∠ＢＡＤ＝∠ＡＣＤがいえる。」





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・１つの角を，2つの角の和や差とみることで，等しい角を見つけられることがある。


・相似な図形の性質を，別の相似の証明に使うこともできる。





⑥定着･活用問題


次のアとイは，学習問題として証明した①△ＡＢＣ∽△ＤＢＡ，②△ＡＢＣ∽△ＤＡＣ，③△ＤＢＡ∽△ＤＡＣのどれを利用すれば証明できるか選択し，それを利用して証明しよう。


ア ＢＣ：ＢＡ＝ＢＡ：ＢＤ　　イ ＡＤ：ＣＤ＝ＢＤ：ＡＤ





＜本時の展開に当たっての留意点＞


・見通しを確認する場面で，△ＡＢＣ∽△ＤＢＡと△ＡＢＣ∽△ＤＡＣについては，前時の復習として証明してしまい，本時の課題を，△ＤＢＡ∽△ＤＡＣの証明に焦点化するとよい。


・90°－∠ＣＡＤとみることへの気づきを受けて，


直角三角形の学習を想起させ，角の和や差を


使って説明したことを確認するとよい。





【板書計画】








